














はじめに 

早期発見,早期療育(早期治療)はやっと日本の療育体系に定着してきた。昭和 56年度の調

査では,早期治療の行える専門施設は全国で 76ケ所,通園施設は 57 ケ所と報じられている

。又多くの大病院や大学病院でも早期診断,早期治療が行われている。 

早期療育における通園の役割は,すでに多くの人々に認められているが,従来の入所施設が

子供を家庭から引離して治療を行っていた欠点を補い,家族の中で,又近所の人々の協力や

連帯感に支えられ,必要な療育指導が続けられる点にある。将来の社会人としての基礎作り

,交友関係など,社会で孤立しないための学習経験などが獲得し易い。 

今回我々は通園指導 10 年を反省し,特に重度,重複障害児が卒園後どのように療育指導が

続けられているのか,あるいは中断されているのかを調べ,今後増加しているこれら重度重

複障害児の療育を検討して行く。 


